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討をお願いしたいと思います。 

 若干時間があるんですが、これで質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

 

 

 今泉春江委員の総括質疑 

 

 

○安部 隆委員長 次に、順位５番、議席番号４

番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 日本共産党の今泉春江で

ございます。本日、最後かと思いましたけども、

休憩前の、質問となりました。お疲れでしょう

が、よろしくお願いいたします。 

 通告してます大きい２点について質問いたし

ます。過日の一般質問でも私が質問しておりま

すが、時間もなく、お聞きできなかったことも

ありましたので、また質問いたします。よろし

くお願いいたします。 

 一つ目の地域経済活性、雇用創出について質

問いたします。 

 まずその一つ目の市民の切実な願いを実現し

てこそ市は活性化するのではないかということ

です。市長は、一般質問の梅津議員の答弁でも、

困っている市民がたくさんいます、雇用の要望

を提案してくださいと、正面から討論してくだ

さいとお話されております。私は、介護や福祉

サービス向上と合わせた雇用の創出について過

日提案いたしました。私は、地域の経済活性は

まず雇用だと強く思います。その雇用の創出は、

市民の切実な願いを実現してこそ市は活性化す

るのではないかと思います。市長、いかがでし

ょうか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 そのとおりだと思います。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 そこで、私は一般質問で

雇用の創出ということで、特別養護老人ホーム

への入所希望者、現在137人の待機者がおりま

す。これを解消し、市民が願っている切実な願

いがここにあります。そして、これを解消し、

その中で雇用も創出するという特別養護老人ホ

ームの建設を提案いたしました。また、認可保

育園建設ということで、子育ての方々の認可保

育園入所希望、そして希望する認可保育園に入

れない待機児童の解消、それにより今度母親た

ちの仕事への復帰、また建設により保育園での

保育士さんなどの雇用などで具体的な試算をし、

提案いたしました。これも市民の切実な願いと

思いますが、いかがでしょうか、市長。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 一般質問でもお答えしましたよ

うに、今泉委員がおっしゃることはごもっとも

だと思います。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 そこで、再度お聞きしま

す。 

 市は市民の雇用創出の取り組みということで、

一般質問でも市長が答弁なされておりますが、

この雇用創出の取り組みがどのように進んでお

られるか、お伺いしたいと思います。進みぐあ

いをお聞かせください。 

 まず、企業誘致は難しいと市長はおっしゃっ

ております。事実、昨年は製造業２社で５人と

いうことでした。現在の中小企業の既存の300

社の現状はどうなっておりますでしょうか、お

伺いいたします。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 まず、私のほうで、行政でござ

いますので直接雇用は別として、やはり産業の

振興なり、さまざまな地域の活性化を図ってい

く中で、それぞれ民間の企業の皆様あるいは事

業所、または自分でいろいろ業をなさる方、そ

ういった方々に雇用を守り、創出してもらうた

めのお手伝いをするということが私どもの仕事

でありますので、そういった意味では、計画が
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どうなってて、現在どうですかというようなこ

とはちょっと当たらないのかなと、私どもが直

接雇用するわけではございませんので、それは

できるだけ有効求人倍率等々が上がるようなさ

まざまなお手伝いをさせていただくことは必要

だと思いますけれども、何人雇用する目標で、

何人今実現してますかなんていうことは、私ど

も行政では残念ながら、もしかしたら国とかで

はできる部分かもしれませんけども、私ども地

方自治体ではなかなか難しい課題ではないかな

と思います。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 今、市長は、私どもは中

身まで把握できないとおっしゃっておりますが、

長井市の現状を知るためにも、やっぱり受注拡

大とも市長おっしゃってますので、そういう受

注がふえてるのか減ってるのか、どのくらいふ

やすのか、見通しはあるのかなどとそういうも

のをちゃんと把握すべきではないんでしょうか。

私たちは経営者でないから中身までわからない

というようなことは、何か前の答弁なんかとは

ちょっと違うんじゃないでしょうかね、市長、

いかがですか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 各企業の業績等々については、

ある程度企業側から情報いただいたりしてわか

っておりますが、企業それぞれでございます。

ただ、一つ言えることは、大変ヨーロッパの政

治不安あるいは金融等々の不安などから、ユー

ロは一時また戻しましたけども、やはり円高傾

向は変わっておりません、ドルに対しても。ま

た、国内のデフレ等についても相変わらず変わ

ってないわけでございますので、これらについ

て企業はそれぞれでございます。すべての企業

の業績を把握するということはなかなか難しい

と思いますし、概況はある程度把握してます。

しかし、それはあくまでも何も調査してるわけ

じゃなくて、企業さんからお聞きしながら、必

要な場合はいろいろ教えてくださいと、支援は

させていただきますということでありまして、

行政として無責任だと言われても、それはまた

別の観点じゃないかなというふうに私は思って

おります。日本共産党さんは全部把握しておら

れるかどうかわかりませんけども、市役所が全

部それをわかってなきゃいけないとかというこ

とはちょっと筋違いではないかなあと、むしろ

共産党さんで把握していて、こうこうこういう

業界が大変だから、市はこういったところをも

っとやったらいいんじゃないかということをむ

しろご指導いただければ、ご提言いただければ

と思います。残念ながら、市内のすべての事業

所、製造業に限らず、それを把握することはな

かなか難しいことだと思います。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 ちょっと市長の答弁はが

っかりしました。そういうことでありましたな

ら、共産党としても市内の企業のいろんな調査

などをお話などをお聞きして、さらにまた別の

機会に市長にご提案申し上げたり、お話しした

りさせていただきたいと思います。でも、長井

市として商工会議所も含め、市内の企業の状況

をしっかりと把握するということは、長井市活

性化についてもやっぱり大切なことじゃないか

とすごく思いますけども、ちょっとがっかりす

るような答弁でございました。 

 そういうふうにおっしゃるのですから、そう

いう状況の中、私は一般質問で提案いたしまし

た。例えば、私の提案によって雇用がどのぐら

いふえるか、大体100人弱、90何人と私は試算

いたしました。そして、運営費などでも国、県

の補助もあり、地元に大きな経済効果を生むの

ではないかなあと私は思います。そういうとこ

ろで、そして特老も含め、認可保育園も含め、

そのように試算いたしました。企業はわからな

いとおっしゃるんであれば、こういうような提

案はいかがでしょうか、もう一度お聞きいたし



 

―１９０― 

ます。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 今泉委員のご質問の趣旨がよく

わからないのですが、私に先ほど質問されたの

は、市内のどういった業種の状況を知りたいわ

けですか、それとも雇用の状況とかそういった

ところでしょうか。概況はもちろんある程度は

把握しております。しかし、例えば製造業の仮

に300社ぐらいあるとしたら、どこどこの企業

がどういう状況でどうだということは個別には

なかなか把握しておりませんと、把握できる立

場にもございませんという話をしているわけで

ありまして、厳しい状況のことは、今泉委員が

おっしゃったように厳しいということは今まで

も申し上げてるわけでありますので、質問され

ておられることが、ちょっとどういうふうにお

答えしたらいいかわかりませんので、お教えを

いただければと思います。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 細かく１社１社というよ

うなことを質問したんではなくて、市長が受注

拡大とおっしゃってますので、その受注拡大と

いうのがどういう状況になっているのかを、今

言った大まかなところでどうなのかというよう

なお考えをお聞きしたかったんでございます。

１社１社とは申しません、300社もあるんです

から、市内に、ですけども、例えば製造業では

どうだと、こういう商工会議所あたりでもいろ

いろ、きのう商工会議所で出してる広報が参り

ました、それを見ても製造業、サービス業とい

ろいろ書いてありました。そういう大まかなこ

とで結構です、そういうお答えをいただきたか

ったんですが、わかりませんというようなこと

で、じゃあ雇用というのはどういうふうにお考

えになってるのかなあと思ったら、ちょっとが

っかりいたしました。いかがですか、市長。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私の知ってる範囲で答えさせて

いただきたいと思います。 

 まず、製造業のほうの受注拡大につきまして

は、24年度に特に行っておりますのは、23年度

から引き続き地元の企業がしっかりとした営業

活動できるように、あるいは自社の強み、弱み

を生かしてどういった部分を会社として伸ばし

ていくのかということの経営、マネジメントに

ついての指導を、これはトヨタ系の企業の子会

社さんの専務をされた方をお願いして、個別に

月１回ぐらいそれぞれの企業にお回りしながら

指導をして、受注を拡大できるような、まず会

社にすると、あるいはそういった経営者、マネ

ジメントを学んでいただくということを中心に

行っております。結果として、その事業はある

程度人材育成ということでやっておりますので、

受注拡大には間接的にかかわるものではござい

ますが、現在のところ直接的には商談会等には

これは結びついておりません。 

 一方で、昨年まで行っておりました産業振興

コーディネーターの方からのいろんな情報で商

談会等々を行っております。また、長井市出身

の方のさまざまな縁故をお願いして、トヨタ系

の企業の仕事を受注していただいてるというと

ころがさらにふえてはおります。 

 一方で、さまざまな海外の業績不振から、ち

ょっと会社の縮小を余儀なくされているような

企業などもございます。これは製造業のほうは

それぞれ取引先がいろいろでございますので、

一つ一つお話ししますと非常に時間がかかりま

すので、概して堅調ではありますが決して上向

きな方向では現在ないと。ただし、今後、トヨ

タ東北としてセントラル自動車とか、あるいは

関東自動車等々が合併して新たな生産拠点がで

きてまいりますので、それで受注拡大のチャン

スがあるだろうというふうには考えて、いろん

な側面から商工会議所と一緒になって協力して

るところです。 

 あと、サービス業とか商店街等々につきまし
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ては、今泉議員もご存じだと思いますが、なか

なか消費の低迷が続いておりまして、決して景

気はよくないという状況でございますが、とり

たててどこどこのお店が相次いで閉鎖するとか、

そういった状況でもありませんので、まずはど

ういうふうにしてイベント等、お祭り等で需要

を喚起していくかということを市で協力すると

いうことだと思っております。 

 農業等々もいろいろあるとは思いますが、農

業等についてはやっぱり新規就農についての支

援体制を少し私ども長井市は遅れておりますの

で、それらについて農協あるいは県の農業技術

普及課等々と連携を図りながら、その体制を構

築していかなければならないと。そういった中

で、就農者を今後５年以内に、やはりチャンス

でございますんで、相当ふやせるように努力し

てまいりたいと思っております。 

 ちょっと不十分ですが、そんなことで現状把

握と今後の考え方ということで答弁いたしまし

た。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 そのような答弁をいただ

ければがっかりもしなかったと思います。この

間の一般質問でもそのようにお答えいただいて、

重なる部分もありますけども、現状はこうだと

いうことをおっしゃっていただければ、頑張っ

てらっしゃるんだなあと、市もいろいろ考えて

るんだなあという認識もしたところでしたけど

も、ちょっと先ほどは、何回も言いますけど、

がっかりいたしました。 

 そんな中、雇用というか、サービス業も含め

て大変やっぱり厳しい状況にあるということが

現実だと思います。そこで、私が一番思います

のは、特老への入所希望待機者が137人おられ

るわけですね。この人たちは大変施設に入れな

くて困っております。自宅で介護したり、また

そのつなぎで別な施設に入ったりして待ってお

られます。どうしたらよいのでしょうか、この

人たちはいつまで待てばよいのでしょうか、い

つ解決するのでしょうか、解決するのでしょう

か、お聞かせください。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 一般質問のときにもお答えいた

しましたが、まずは小規模ではございますが、

29床の特老を開設準備していらっしゃるところ

でございますんで、その部分についてはいささ

か改善できると思います。また、長井市の場合

は、今回の第５期の介護保険事業計画の中では

それ以外の特老は計画しておりませんが、飯豊

町、白鷹町のほうで同じように計画しておりま

すので、137名の待機者というのはダブりの部

分はかなり厳選してるかとは思いますが、他市

町からいらしてる方もいらっしゃいますし、ま

た今市内の特老に入っていらっしゃる方が地元

の特老に入れるということで移られるケースも

想定されますので、最終的にどれぐらいまで減

少できるかわかりませんが、これは大変残念な

ことではありますが、待機がゼロになるという

ことはほとんどないんじゃないかと、常にやは

り高齢者はどんどんふえてまいりますので、で

きるだけ少しは待機していただかなきゃいけな

い場合もあるかもしれませんけれども、やがて

は入れるような施設づくりを目指していかなき

ゃいけないと思いますが、一般質問でもお答え

しましたように、介護保険が大幅に上がるとい

うことも勘案しながら、市民の皆様からご理解

いただけるやっぱり規模といいますか、今でも

長井市は施設整備率は県内でも上位でございま

すので、５位以内に入っておりますので、それ

をさらに保険料を上げて１位にするということ

だけが果たしていいのかどうか、その辺なども

ぜひ議会の皆様からのご意見もいただきながら、

決めていかなきゃいけないことではないかと思

っております。 

○安部 隆委員長 ここで暫時休憩いたします。

再開は３時20分といたします。 
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   午後 ２時５９分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○安部 隆委員長 休憩前に復し、会議を再開い

たします。 

 今泉春江委員の質疑を続行いたします。 

 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 ちょっと休憩が入りまし

たので、ちょっと何かテンションが下がってし

まったような気がします。 

 先ほど市長から29床もこれから計画されてる

というお話でした。この29床ですが、リバーヒ

ルさんで地域密着型小規模特老ということで計

画されておりますが、もう土地とかそういう計

画ははっきり決まったんでしょうか、お聞きし

ます。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 今、準備を進めてるところでは

っきりは私のほうでは把握しておりませんので、

状況についてでしたら、福祉生活あんしん課長

のほうから簡単に答弁いたさせます。 

○安部 隆委員長 小泉良一福祉生活あんしん課

長。 

○小泉良一福祉生活あんしん課長 お答えいたし

ます。 

 まだ決まってはおらないことでございます。

県の発電所の事務所を購入をして進めるという

ことでございますが、なかなか契約のほうが、

価格が折り合わないでいるところでございまし

て、まだ決まっておりません。以上でございま

す。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 この29床も予定はあるん

ですけども、なかなか進んでないということな

もので、やっぱり待っていらっしゃる方がたく

さんいるわけですので、早くというか、進めて

いただきたいなあと思いますけども、何しろ、

いろいろ準備というか難しいところがあるよう

にお聞きしております。ですので、本当にこの

長井市の137人という方、待ってるんですよね。 

 そして、ますます先ほど市長もおっしゃった

ように高齢者はふえます。ますます待機者とい

うのはふえます。待っててくださいと、待機ゼ

ロにはならないと市長もおっしゃってますけど

も、飯豊町、白鷹町で計画してるから長井市で

は整備しないとおっしゃいました。この長井市

で待ってらっしゃる方、先ほどいつまで待って

ればいいのですかと、待ってる間に死んでしま

いますよと、死ぬまで待ってればいいんですか

と、本当にそういう気持ちで皆さんおうちで介

護なさったり、ちょっとその間に施設に入れた

りして頑張っていらっしゃいます。本当にこの

高齢者の問題というのはこれから待ったなしと

思いますが、これを市長は認識していらっしゃ

いますか、いかがですか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 長井市の４月１日の65歳以上の

方っていうのは8,610名いらっしゃいます。高

齢化率は29.7％でございます。うち約1,500名

が介護を必要とされる方でございまして、その

中で今後、高齢者の方がどんどんふえていくと

いうことから、先ほども申し上げましたように、

今泉委員もそういうふうに思っていらっしゃる

んでしょうけども、もちろん私もいろんな方か

らお話をお伺いしてますし、さまざまな介護等

でも特老に入りたいと、特老はやはり経費的に

もかなり助かりますので、施設介護を望む方は

だれでもがご希望されると思います。 

 ただ、本当に特老を希望されるっていう方は、

ほとんど寝たきりで何もできないという方であ

りますので、その間、ご家族をはじめ、ご本人

も大変なご苦労があるかと思いますが、しかし、

待機をゼロということを目標で頑張っていきま
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すが、先ほど申し上げましたように、じゃ、そ

れをゼロを目指してどんどんつくっていくとい

うことが果たして可能かどうかといった場合、

現在の介護保険の制度上かなりな負担が介護保

険料を支払っている方に行く制度でありますの

で、そこのところは今泉委員おっしゃるのはよ

くわりますけれども、やっぱもう少し冷静にど

うしたらいいかという方向で考えなきゃいけな

いと思います。 

 ですから、状況はもちろん把握はしておりま

すし、多分、仮に200床、300床ふやしたとして

も、いずれまた待機をされる方が出てくるんだ

ろうということだと思いますので、同時並行と

して、いかに健康で自立をして介護に頼らずに

介護保険を受けずに生きがいを持って健やかに

暮らしていただけるかという部分も力を入れて

いかなきゃいけないというふうに思っておると

ころです。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 確かに市長のおっしゃる

ように将来的にはもっとふやしたいと、200床、

300床ふやしてもまたふえると。先ほど私も言

ったように年寄りは、お年寄りというか高齢者

ですね、ますますふえる状況にあります。寝た

きりの方もさらにふえるかと思います。やっぱ

りそのためにも今、市長のおっしゃったように

介護予防というか、そういうものにも市として

大きく力を入れていただきたいと思います。確

かに介護予防で歩けなかったのが歩けるように

なったなんていう方もいらっしゃいますから、

ぜひそこは力を入れていただきたいところです。

それでまず、私はそういう市民の切実な願いを

実行する、実現するということが住民本位の行

政の実現ではないかなあと思って、このたび一

般質問でもして今回の総括でもお話し申し上げ

てるところです。 

 それで、この間の一般質問では長井市では無

理だと、保険料も上がると、確かに介護保険料

なんかにも返ってきますので。ですから、これ

は大もとの国の政策に大きな間違いといっちゃ

あれですけど、やっぱり大きな原因があるので

はないかと思います。国のやり方に対して市町

村が、地方自治体が市民、町民を守るために、

国にしっかり物を言うということが大事かと思

います。しかし、国がそれをやるまで待つので

はなくて、長井市なら、長井市でそれを待つの

ではなくて、長井市でやれることはすべきでは

ないかなと、本当にできないのか、やれること

はあるんじゃないかと。そこを強く申し上げた

いと思います。いかがでしょうか、市長。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 今泉委員がおっしゃる、やれる

ことっていうことは、一般質問でおっしゃった

市で直営でやるべきだということでしょうか。

その辺のところをもう一度教えていただけます

か。申しわけございません。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 もちろん私の提案したそ

のことも含めてでございます。この間の一般質

問では市長は、長井市は無理だと、お金がない

というような、お金がないというか無理だとい

うことは、そういうことだと思いますけども、

そういうようなご答弁だったんじゃないでしょ

うか、いかがでしょうか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 一般質問で私がお答えしたのは、

お金がないから無理だということではなくて、

特老を特に経営できる社会福祉法人というのは

極めて公共性の高い、しっかりとした社会福祉

法人でないと特老は運営できませんので、必ず

しも地方自治体が直営ですることっていうこと

は今の時代、必要ないんではないでしょうかっ

ていう話をしたんです。 

 直営でやってるところはゼロではございませ

んが、一部僻地であったり特殊な事情のあると

ころは市町村が直営で行っておりますが、長井
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市の場合はそういった実態ではないので、市で

直営ではなくて、この次の３年ごとの介護保険

の事業計画に基づいて行っておりますので、今

やりたいから今すぐやるっていうことではない

んですね。これはご存じだと思います、今泉委

員も制度的なものはね。これは長井市で計画を

立てて、県あるいは国の全体的な計画の中に組

み込まれるわけですから、変更するなら変更す

るなりのしっかりとした理由が必要ですし、変

更しますと当然、介護保険料も上がりますので、

したがって、まず、第５期の介護保険事業計画

はことしスタートでありますので、26年度まで

はその方向で行きたいと。 

 ただし、例えば小規模多機能居宅施設あら町

ケアハウス、ケアホームですね、ああいったと

ころなども新たにこの５月に開設されたわけで

すね。これは第５期の介護保険の基本計画を策

定するときにアンケートをとりました。そうし

ましたところ、約２分の１の方が特老とかそう

いう施設に入るんではなくて、できるだけ自宅

で介護を必要だとしても、そこで老後を送りた

いというご希望があったということを重く見て、

やっぱりより介護予防と同時に、住宅の近くに

そういう施設があると通えるわけですので、で

きるだけ離れてないところにもということでま

ちなかにつくっていただいたんですけども、そ

んなことなどもしながらやってきたいと思って

ます。 

 なお、市で直営するということは結局、今、

介護保険、失礼しました特老で必要とされる、

さまざまなホームヘルパーさんの資格等々の資

格持ってる方あるいは看護師等々、医師等の手

当も必要なわけですね。そういったものを市で

また新たに募集するっていうのは、非常に民業

も圧迫するわけですし、実質的に集まるかどう

かわかりません。そう簡単にはいかないと思い

ます。ですから今は市でするのではなくて、や

っぱり社会福祉法人などで非常に状況を把握し

ていただいて、それだったら、やることも検討

するという法人なども複数ございますので、こ

の次の第６期でそういったことを検討してまい

りたいと。 

 そうしますと、今泉委員がおっしゃるように

市民のそういったご要望にもある程度、ある程

度ね、やっぱりゼロにはなかなかすぐにはなら

ないかもしれないですけども、ある程度おこた

えしながら、同時に雇用もある程度また確保で

きるということで考えていかなきゃいけないと

思っています。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 なかなか待機者の解消と

いうところでは、具体的な対策というのは結局

ないわけですよね。ですから今、市長もおっし

ゃったようにあら町の施設ですね、あそこ、う

ちのすぐ近くですから毎日通って、見ますけど

も、本当に地元、近くでと、それからアンケー

トでも自宅で老後を送りたいという方がいらっ

しゃると。やっぱりご本人は自宅にいたいと、

家族と一緒にいたいというのが本当の願いだと

思います。でも、家族は大変なんですよね。本

当に24時間介護するということは大変なもので

すから、そういうあら町のケアセンターのよう

なものもたくさんできれば、もっともっと皆さ

んの自宅介護の方とか、そういう待機者の方も

少しは苦労も緩和できるんでないかなと思いま

す。 

 市長の話ですと、第６期計画でそういうこと

も含めてとおっしゃっておりますが、重ねて私

はその待機者の解消ということを強く要望した

いと思います。どんな方法が、どうしたらその

待機者の希望に沿えるかということも、今後ま

たいろんなところで市長とお話しさせていただ

きたいと思います。とにかくこの待機者を解消

してあげたいという大きな私の思いがあります。 

 そこでです。ちょっと時間もあれですので、

雇用ということで、市長は観光で雇用というこ
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とを何回もおっしゃっております。先ほどの江

口議員の質問にもありましたが、私もこの観光、

地域活性化基盤整備推進計画調査というものを

やっと最近、私の手元にも届き、拝見いたしま

した。私は、これは市長のお考えで市で作成し

たものだとばっかり思って、きょうまでおりま

したけども、先ほどの話ですと、コンサルにお

願いしてつくったのだということでございまし

た。この中身を見ますと、壮大な長井市の観光

計画が描かれております。そして長井市の歴史

なんかにも触れたり、観光客の数なども書かれ

てあり、細かく明確に記されております。です

から私、きょう、このような計画があるんであ

れば、このたびの予算に計上されております経

済波及効果業務委託とか設計業務委託料という

のは、これでも十分、私たちが検討できるもの

ではないかなということを申し上げたいと思っ

てきたところでしたけども、江口議員の質問の

中にもありまして、これでは、まだ経済波及効

果やなんかで不十分だというようなことも市長

おっしゃっていました。でも、私はこれで十分、

皆さんと検討できるんではないかなと考えてお

ります。 

 それで、市長が観光交流拠点施設基本計画と

いうことで計画なされておりますが、この中で

雇用というものは大体どのぐらい見込んでおら

れますか。ちょっとお聞きします。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 これはきちんとした裏づけない

数字を出しても余り、委員に対しても根拠のあ

る答えを出せませんので、今の段階では数字と

いうのは難しいと思いますが、まず考えられる

こととして、かわと道の駅ということだけでは

なくてかわと道の駅、それに附帯する別事業で

考えなきゃいけないと思いますが、農家レスト

ランとか、そういった飲食関係の近くのお店、

また加工であったり、食品加工ですね、そうい

った部分、それから当然、直売所の直接雇用あ

るいは物産館のほうの雇用ということももちろ

んあると思いますが、同時に花公園のほうでの

雇用はもちろんまた別にあるわけですね。 

 そこで、いらした方のまちなかに出ていって

の経済波及効果、ここからやはりある程度の雇

用を勘案するしかないんだろうというふうに思

ってますし、ただ、都市再生整備計画というの

は、先ほどから申し上げておりますように観光

振興計画と、それから本町の街路事業の計画、

事業進んでいるわけですね。それから今度は駅

前通りの街路事業、それと都市再生整備計画全

体がマッチして中心市街地活性化するというこ

とによっての経済波及効果と雇用というふうに

考えておりますので、当然、数十人単位ではな

くて数百人、1,000人単位の雇用を目指すべき

ものだというふうに思っております。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 直接の雇用というところ

では、まだ具体的には市長はわからないという

ようなお答えでしたけども、これがまちなか活

性化につながり、数百人という雇用というか、

波及効果があるというようなお話を今なさった

んでしたね。して、花公園なんかもありますか

らとおっしゃいました。私、観光というので、

長井市にはつつじからあやめから、もちろん黒

獅子とかそういうイベントもあり、夏の水まつ

りなどもありますけども、まず本当に花公園で

きたらいいだろうなあ、行ってみたいなあとか、

最上川河川敷緑地公園できたらいいなと思うん

ですけど、やっぱりうちから歩いていくとなる

と結構大変なんですよね。毎日、ウオーキング

してる私でも、いや、あそこ行くかなあとか、

河川敷行くかなあと考えたら、本当に観光客も

河川敷緑地公園におりて、あそこ歩くのかなあ

とか、花公園、あそこまで車で行けば別でしょ

うけども、花公園を見て入場料も取るというよ

うなお話でしたので、花公園も行くとなると入

場料も取ると、観光客は別ですけれども。やっ
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ぱり長井市にはつつじ公園、あやめ公園、今あ

やめですから、きのう行きましたら、まだ本当

にちょっと咲いてるだけでした。つつじ公園も

ありまして、つつじ公園、毎年うちの前ですか

ら純白のつつじには心が本当にいやされる思い

がします。 

 ですが、今ある公園も何か手入れが行き届か

ないというか、ことしの白つつじ、社務所の後

ろ側ですね、西側というんでしょうか、公園の

西側というんでしょうか、南側というんでしょ

うか、あそこが黒くなってるんですよね。去年

もやっぱり豪雪だったものだから、雪で黒くな

って雪のせいだという。何であんなふうになる

んですかって聞いたら、雪のせいでああいうふ

うになるんだということでした。去年もそうで

あり、ことしもすごい被害があったわけですよ

ね、つつじに。でも、去年だめだったら、じゃ

あ、ことし、ちょっと手当てしようというよう

なあれはなかったんでしょうかね。市長もおっ

しゃるには、来年から公園長期寿命化というか、

何かそういう計画があるとおっしゃってますけ

ども、病気なんていうのは今だめなんだから今

手当てしてあげなければ、将来にわたって手が

つけられないほど悪くなってしまうんじゃない

でしょうか。つつじもやっぱり生き物ですから、

そういうことを含めて今ある公園も十分整備さ

れてないんじゃないかなあと、そこにまた花公

園ということで。いや、できたら本当いいと思

います。ですが、それを整備できるのかなあと、

すごく不安ですよね、せっかくのいいものが。 

 そしてフットパスなんかも私、できた当時、

長井橋の下に車を置いてお弁当と水筒持って白

川までずっと行きました。そして途中の飛び石

とか木道とか歩いて、すばらしいできたてのこ

ろでしたから楽しみながら、そしてちょうど初

夏でしたから田んぼも水が張って青々とした稲

があって、最上川の水が見えたりして、とって

もすばらしい環境でした。ですが、やっぱり何

かイベントでもない限り歩いてる人はいないん

ですよね。そして飛び石なんかでもごみがたま

って、いやあ、ごみ拾ってあげたいなあと思い

ながらも拾い切れないほどのたくさんのごみで

した。そういう維持というか、管理というか、

そういうものが今もできてないのに、さらにこ

れから手を広げるということで維持管理ができ

るのかなあと、そこまで心配します。市長はい

かがですか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 つつじ公園については、昨年、

一昨年と２年続きで大雪ということで、大変つ

つじもかわいそうだったわけですけども、これ

がやはり18年の大雪の際にもかなり雪やけいた

しました。ですから、たまたま２年続きで大雪

になったということで、近年はそういうサイク

ルに入ったのかもしれませんが、もう少し雪囲

いの予算を十分確保しないと、だめなんではな

いかというふうに思っております。予算の関係

もあるかと思います。あとは雪囲いの仕方とい

うこともありますので、この辺は今後、大雪で

も大丈夫なような対策を講じていかなきゃいけ

ないと思います。 

 また、ろくに管理もできないのに、また新し

いものをつくってもしようがないのではないか

というお話でございますが、ごもっともでござ

いますけれども、フットパスにつきましては、

もともと市民の皆様からも管理をお願いしなが

ら進めていこうと。ただ、やはり市民の皆様の

ボランティアも含めて整備をされるので、やっ

ぱり市民みんなで使うんだということでご協力

いただくしかないんだと思います。市が毎日そ

こをきれいに整備するなんていうことは、どん

なものでも不可能だと思います。ですから、そ

ういった意味で市民の皆様からいろいろご協力

いただいて、また、さまざまな団体に例えば受

託をしていただけるんであれば、そういったこ

ともお願いしながらやっていかなきゃいけない
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と思います。 

 あと、花公園とか新たなものにつきましては、

ちょっと今までの公園の考え方と違っておりま

して、それなどについて、ここでお話しするに

はちょっと時間が足りないのかなというふうに

は思いますが、少なくともあやめ、つつじのよ

うに期間限定ではなくて、それ以外にもいろん

な意味で外から来る人にお金を払って見ていた

だいても価値のあるようなものとして、同時に

フラワー長井線をうまく存続させる一つの大き

な資源として活用していきたいということもご

ざいまして、それらについては、ぜひこのたび

の都市再生整備計画の全体像の中で詳しく皆様

にも、ある程度ご理解いただけるような報告書

等を準備させていただいて、その中でご議論い

ただければ大変ありがたいなと思ってます。 

 ちょっと、きょうは口頭だけですので、なか

なかわかりにくいかと思いますが、一つ言える

ことは去年、もうおととしからですけども、日

本ガーデナーズ協会の玉崎先生に、ＮＨＫの

「趣味の園芸」で大変活躍されてる先生ですけ

ども、長井市にかかわりを持っていただいて、

ことしも５月に駅前の花ガーデンということで

女性の方、30名ぐらい参加されて、していただ

いておりますが、そういったことをまたこの７

月にもする予定でおりまして、そういった中で

中央地区女性の会や商工会議所の女性会、あと

花と緑の会でしたっけ、そういう方々の人たち

が中心となって一生懸命そういう技術なども習

得いただいておりますので、花公園などについ

ては、できれば、そういった市民の皆様のボラ

ンティア団体に委託するような格好で、ある程

度お願いできないかなあと、今の段階で考えて

いるところでございます。以上です。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 やっぱり市民のボランテ

ィアを含め、市が毎日できないというようなこ

とをおっしゃってますけども、公園管理、予算

の関係もあるとおっしゃいましたので、しっか

りと予算もつけていただいて、せっかく県内外

からたくさんの方がいらっしゃるわけですから、

目いっぱいのおもてなしができるような公園づ

くりをしていただきたいなと思います。商工会

議所の女性部とか中央地区女性の会の方とおっ

しゃいますけども、ボランティアはやっぱりあ

くまでもボランティアなんです。主としてそこ

を整備するという市の持ち物ですから、市が、

市の職員があそこへ行けとは申しません。しっ

かり予算をつけていただいて、やっぱり自分た

ちの公園だという自負を持って、しっかりと整

備していただきたいなと、そこへボランティア

の方々がお手伝いするということではないんで

しょうか。最初からボランティアというのでは、

うまくいかないんじゃないかなということです。 

 そして、私は観光、この花公園もそうですけ

ども、やっぱり今の状態で観光に過大に頼り過

ぎては失敗というか、手薄のところが出るんじ

ゃないかなと思います。ですから、今あるもの

をしっかりして、それじゃ、次はこうだよとい

うものをお示しくだされば、皆さんも納得する

んじゃないかなと思います。ですから、この観

光交流拠点施設の計画なんかも、何年か前のい

ろんな建物のあれのように市民に大きな負担を

残すのではないかなと私はすごく懸念するとこ

ろです。本当に保証するのは市民であって、事

業をした場合に保証人ていますよね、金融機関

から借りた場合に保証人ています。もうこの長

井市の場合は、今までその保証人の市民の方々

が大変苦労なさって、今まで我慢なさって、今

まで来たんではないかなあと思います。ですか

ら市民の方に大きな負担を残すようなことはな

いように、しっかりとこの観光交流基本計画と

いうものを時間をかけて、しっかりと検討して

いただきたいなあと私は思います。あんまり早

く出発し過ぎてしまって、今でないととおっし

ゃいますけども、今でなくても、いつでもでき
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るんです。ですから、しっかりとここは皆さん

で検討していただいて、進んでいかなければな

らないんじゃないかなと思います。 

 じゃ、もう一つ質問が残っていますので、次

に参ります。 

 大きな２点目に行きます。市税をどう解決す

るかということで、一般質問でも私は相談収納

ということを申し上げました。そして今、職員

で頑張ってしてると。確かに頑張ってお仕事で

すからしてらっしゃると思います。それは重々

承知です。しかし、この市税の滞納額というの

は合計で４億5,500万円ということになってま

すよね、ありますよね。この４億5,500万円と

いうのは、どういうふうに解決なさるんですか。

あと、新たな解決策はあるんでしょうかという

ところをお聞きします。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 近年、ここ３年ぐらいですけど

も、市民の皆様からもいろいろご理解をいただ

きながら、あと担当の税務課のほうでも、まず

市民の皆様とじっくり話し合いしながら、おか

げさまで収納率のほうは上がっております。こ

れ、一気に解決するっていうことはもちろんで

きないわけでありまして、地道な努力の末にこ

れは少しずつ減らしていくものと、そして納税

をお願いしていくものというふうに思っており

ますので、何か解決策をということではないと

いうふうに思ってます。 

 それから今、納税相談室、相談員みたいな人

を配置するということもご提案いただきました

けども、それは長井市の規模ではちょっと無理

ですし、多分なかなか相談する人を置いても効

果が余り上がらないだろうというふうに担当課

はじめ、いろんなところと検討して考えている

ところでございますので、まずは地道にお願い

をしながら少しでも滞納額を減らしていくとい

う努力が大切だと思ってます。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 地道にということは今ま

でどおりのやり方でというようなことでよろし

いんですよね。差し押さえが、この間も申しま

したけど、大体30件から80件、毎月あるという

ことで合計674件の差し押さえで、差し押さえ

た金額は3,200万円、これを件数で割りますと、

大体平均４万7,500円という金額なんですね。

差し押さえた674件の、人によっては１万円と

か、その上の方もいろいろでしょうけど、平均

４万7,500円という計算になります。このぐら

いの金額であれば、何も差し押さえはすること

なく、相談収納で十分できるんではないかなあ

と、相談収納をすれば、市民に納税を喚起させ

ることができるんじゃないでしょうか。次年度

に向かっても、そういうことが必要ではないん

でしょうか。いかがですか、市長。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 相談納税というのを今泉委員は

どういうふうに考えていらっしゃるかですが、

相談してくださいっていうふうに連絡しても、

ナシのつぶてなんですよ。ですから、仕方なく

て差し押さえするのであって、ご本人が相談を

して、じゃあ、こういうふうにしましょうと、

今ちょっと待ってくださいということであれば、

差し押さえはないわけですから、ちょっとおっ

しゃってる内容が少し違うと思います。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 相談しますから来てくだ

さいとおっしゃいますけども、税金を払ってな

い方が相談しますから来てくださいと言っても、

市役所にはなかなか来られません。ですから私

は、相談員という方が専門に、あくまでも取り

立てではなくて相談に乗ると、その方の事情を

よく把握して減免や分納ができるかとか、そう

いう相談に、こちらからお伺いして相談に乗る

ということが大切なんではないかなと、来てく

ださいと。それは私も相談されれば、役所へ行

くと相談できますよと、うん、そういうふうに
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お話しします。市長も連れてきてくださいよと

おっしゃいました。確かにそういう相談もあれ

ば、ご一緒しますし。 

 ですけども、来てくださいでは、なかなか来

ません。本当に払いたくても、税金は払わなく

ちゃと皆さん思ってます。ですけども、払いた

くても払えないと、生活のほうが大事だと、税

金は後になってしまうと、そういうような状態

の方がたくさんいらっしゃると思います。そう

いう状態をお聞きするためにもお伺いして、相

談員という方が状況を把握する、そして納税を

促進していただくということをお願いしてるわ

けです。よろしいですか、市長。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私は何も職員が、例えば自宅に

来てください、あるいは会社の近くのどこどこ

で何時ごろって言えば伺うはずです。こちらか

ら行きませんなんて言ってませんし、それから

行ったら必ず取り立てでお金をよこさなきゃい

けないよなんて、そんなことはないはずです。

ですから今泉委員に、ここはどういうふうにそ

ういう方を思ってらっしゃるか、具体的に聞い

ていらっしゃるかどうかわかりませんけども、

多分に誤解がありますし、あと、ある程度、何

回か催促を受けて無視しますと、行きたくない

っていうのはわかります。でも、それをやっぱ

り放置しているっていうことは、残念ながらご

本人も悪いところがあるわけですね。ですから、

そこは来てくださいとか何か連絡していただけ

れば行けるわけですね。そう人が、じゃ、相談

員がいるから相談員だったら話すんだっていう

ことはないと、私は余り効果がないというふう

に思うんです。本当に困っていらっしゃるんで

したら、例えば市民相談センター、これは税務

のほうと全く別な職員ですし、あるいは弁護士

とか司法書士……。 

○安部 隆委員長 時間ですので、簡潔にお願い

します。 

○内谷重治市長 などの相談面もありますし、ぜ

ひそういったところでご指導いただければと思

います。 

○４番 今泉春江委員 いいですか。時間になり

ましたので、終わりますけども、まず最後に一

言、言えませんか。 

○安部 隆委員長 終わりです。 

○４番 今泉春江委員 はい、済みません。じゃ、

終わります。 

 

 

 我妻 昇委員の総括質疑 

 

 

○安部 隆委員長 次に、順位６番、議席番号７

番、我妻 昇委員。 

○７番 我妻 昇委員 よろしくお願いいたしま

す。あしたということで想定をしておりまして、

頭の中がまだまとめ切れてない状態でございま

して、でも、まずしっかりとした議論を進めて

いきたいなというふうに思っております。市長

も大分お疲れのようで、ささやき声のような声

を、かみ殺すような声をされて、何かお疲れな

のかなと、それとも沸騰しないように我慢して

いらっしゃるのかなと、その辺は、ぜひ正面か

ら議論をしていただきたいというふうに思った

ところでございました。 

 まず最初は、ふるさと交流定住事業について

ということで、今回初めてでないかなというふ

うに思います。過去にもあったとすれば、ちょ

っと認識違いかもしれませんが、これまでは例

えば財政状況やいろんな環境が整わなかったと

いうことで取り組めなかった定住事業ではない

かなというふうに思っております。ようやく最

初の一歩を踏み出すことができるようになった

という状況ではないでしょうか。しかし、これ

は説明によりますと、財団法人地域活性化セン

ターの補助金ということで159万円ですよね、




